
図書館だより

文芸コーナー
降
り
た
ち
て
見
上
ぐ
る
甲
斐
の
山
裾
に
一
陣
の
風
紅も

み
じ葉

揺
さ
ぶ
る

 

南
神
崎　
　
　

大
木　

洋
一

幽か
す

か
な
る
香
り
漂
う
枇
杷
の
花
地
味
な
る
わ
り
に
実
を
期
待
す
る

 

八
日
市
場
イ　

鈴
木　

和
子

雨
粒
に
頭
を
も
た
げ
し
バ
ラ
の
花
健け

な

気げ

に
堪
え
て
狭
庭
に
佇
む

 

西
小
笹　
　
　

伊
藤　

英
子

ひ
ら
ひ
ら
と
銀
杏
黄
葉
は
散
り
ゆ
き
て
ほ
の
と
匂
い
し
雨
あ
が
り
の
午
後

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

夕
暮
れ
に
ね
ぐ
ら
へ
帰
る
鳥
の
む
れ
見
上
げ
る
空
に
三
日
月
浮
か
ぶ

 

山　

崎　
　
　

依
知
川
雅
一

冬
の
日
は
淡
く
そ
そ
ぎ
て
菊
の
紅
の
咲
き
盛
る
庭
は
片
隅
明
る

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

伸
び
す
ぎ
る
美
男
葛
を
剪
定
す
そ
の
名
好
み
し
亡ち

父ち

は
愛
で
た
り

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

台
風
に
実
と
葉
あ
ら
か
た
落
さ
れ
て
残
る
キ
ウ
イ
の
健
気
に
太
る

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

老
わ
れ
の
夏
掛
布
団
干
し
た
れ
ば
川
蜻
蛉
来
つ
ゆ
る
り
と
休
め

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

道
端
に
積
み
上
げ
て
無
料
の
冬
瓜
を
車
留
め
た
る
老
人
二
個
積
む

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

わ
れ
の
手
に
扱
き
使
は
れ
て
黒
づ
み
し
菜
箸
の
や
や
寸
つ
ま
り
た
り

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

散
も
み
ぢ
湖
東
古
刹
の
石
畳 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…年始４日（水）まで、10日（火）、
　　　　毎週月曜日

★新しい年、旅立ち

　「今年は旅に行きたい。でも、どこが

いいかな」。そんなときは図書館にお越

しください。さまざまな旅行書をそろえ

ています。図書館で下調べをして、準備

を整え、充実した旅をお楽しみください。

★たくさん借りられます

　２月１日（水）～７日（火）は蔵書点検

のため休館します。

　休館前の１月18日（水）～31日（火）は、

一般書と雑誌に限り何冊でも借りられま

す。貸出期間は３週間で、ＡＶ資料は３

点までです。ぜひご利用ください。

今月のイベント
★人形劇を楽しむ会

　市内のボランティアグループ「おはな

しやさん」による人形劇。『あかずきん』

などを上演します。大人も楽しめます。

日時…１月29日（日）10時30分開演（10時

20分開場）　場所…八日市場公民館３階

会議室　※参加無料

★おはなし会（八日市場図書館）

毎週土曜日14時から約30分間

問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

　

平
成
28
年
５
、
６
月
の
「
赤
十

字
運
動
月
間
」
を
中
心
に
、
皆
さ

ん
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
赤
十
字

活
動
資
金
は
、
総
額
５
６
０
万
円

に
達
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
資
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
千
葉
県
支
部
に
送
金
し
ま
し

た
。
今
後
、
国
内
外
の
赤
十
字
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
赤
十
字
の
活
動
の
例

【
国
内
災
害
救
護
】
医
療
救
護
班

や
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
機

能
強
化
、
救
護
装
備
の
整
備
【
国

際
活
動
】
緊
急
救
援
、
復
興
支
援
、

長
期
開
発
協
力
【
血
液
事
業
】
輸

血
用
血
液
の
提
供
【
医
療
事
業
】

地
域
医
療
へ
の
貢
献
、
国
内
外
の

災
害
で
の
医
療
救
護
活
動
【
知
識

と
技
術
の
普
及
】
救
急
法
や
健
康

生
活
支
援
講
習
の
実
施　

な
ど

問
福
祉
課
社
会
福
祉
班

☎
73
・
０
０
９
６

　

市
内
４
か
寺
で
所
蔵
さ

れ
て
い
る
仏
画
が
、
一
日

に
限
り
公
開
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
22
日
（
日
）
10
時

〜
15
時

◆
場
所
と
公
開
仏
画

《
長
徳
寺（
横
須
賀
）》

国
指
定
重
要
文
化
財
「
愛あ

い

染ぜ
ん

明み
ょ
う

王お
う

像
」「
普ふ

賢げ
ん

延え
ん

命め
い

像
」

《
福
善
寺（
八
日
市
場
イ
・
万
町
）》

県
指
定
有
形
文
化
財
（
県
有
文
）

「
高こ

う

野や

四し

社し
ゃ

明み
ょ
う

神じ
ん

図
」「
十じ

ゅ
う

二に

天て
ん

像
」「
真し

ん

言ご
ん

八は
っ

祖そ

像
」ほ
か
計
21
幅

《
西
光
寺（
八
日
市
場
ホ
・
米
倉
）》

県
有
文「
十じ

ゅ
う

王お
う

図
」全
10
幅

※
西
光
寺
で
は
、
寶
光
寺（
貝
塚
）

所
蔵
の
県
有
文
「
阿あ

字じ

観か
ん

像
」
も

公
開
さ
れ
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
室

☎
67
・
１
２
６
６

社
資
総
額
５
６
０
万
円
に
達
す
る

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

仏画公開

◆平成28年度日本赤十字社
千葉県支部匝瑳市地区社資
募集実績

○一般社資（個人や地区などか
らの寄付金） …487万5,000円
○法人社資（事業所など法人か
らの寄付金） … 72万9,000円
○合　計 …560万4,000円
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力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

匝瑳

探訪
128

　

新
年
を
迎
え
、
市
内
各
地
区
で

は
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
筆

者
が
見
続
け
て
い
る
50
年
ほ
ど
の

間
に
、
消
え
て
し
ま
っ
た
も
の
や

カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮
影
対
象
に
な
り

見
物
人
が
増
え
た
行
事
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
代
表
例
が
小
高
区
（
飯

高
地
区
）
の
「
は
だ
か
ま
い
り
」
で

し
ょ
う
。

　

若
者
た
ち
が
厳
寒
の
夜
半
、
頭

か
ら
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
清
め
た

あ
と
、
八
坂
神
社
に
お
参
り
す
る

行
事
で
す
。

　
〝
奇
祭
〞
と
ま
で
言
わ
れ
る
こ

の
行
事
を
明
解
に
説
明
で
き
る
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
し
た
が
、
日
蓮
宗
僧
侶
の
「
水す

い

行ぎ
ょ
う

」
が
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　

起
こ
り
は
、
同
区
妙
長
寺
の
住

職
が
し
め
を
張
っ
た
境
内
で
水
ご

り
を
執
り
神
社
に
初
詣
を
し
た
こ

と
に
、
檀
家
の
人
た
ち
も
加
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
初
年

の
神
仏
分
離
に
よ
り
僧
侶
の
神
社

参
拝
が
な
く
な
り
、
地
域
の
人
た

ち
だ
け
が
引
き
継
い
だ
の
で
し
ょ

う
。
も
と
は
１
月
14
日
の
晩
に

行
わ
れ
た
「
小こ

正し
ょ
う

月が
つ

」
の
行
事
で
、

戦
前
ま
で
は
村
内
の
老
若
男
女
も

参
加
し
、

村
社
・
諏

訪
神
社
に

も
お
参
り

し
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　

現
在
参

拝
し
て
い

る
八
坂
神

社
は
「
疫

病
退
散
」

の
神
と
し

て
ま
つ
ら

れ
た
も
の
で
し
た
が
、
１
８
２
０

年
ご
ろ
、
江
戸
・
品
川
で
宿
屋
を

開
い
た
小
高
村
出
身
者
が
、
品
川

沖
か
ら
上
が
っ
た
石
棒
を
同
社
に

奉
納
し
祈
願
し
た
と
こ
ろ
商
売
が

繁
盛
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
「
子

授
け
」
信
仰
が
広
ま
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
殿
前
に
高
さ
70
㎝
、
円
周
95

㎝
ほ
ど
の
珍
し
い
形
を
し
た
石
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
奉
納
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

」
と
刻
ま
れ
、
中
村
氏
が

願
主
と
な
っ
て
１
８
２
７
（
文
政

10
）
年
に
奉
納
さ
れ
、「
二
十
五
貫か

ん

目め

」
と
も
刻
ま
れ
て
い
て
重
さ
約

94
㎏
の
「
力
石
」
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

力
石
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
か
け
て
、
神
社
の
祭
り
な
ど

に
お
け
る
力
試
し
の
際
に
用
い
た

石
の
こ
と
で
、
市
内
で
は
こ
こ
で

し
か
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

八
坂
神
社
の
鳥
居
や
手
洗
石
な

ど
は
１
８
０
０
年
か
ら
１
８
３
０

年
代
に
か
け
て
近
隣
の
飯
塚
、
内

山
、
安
久
山
村
な
ど
の
信
者
の
援

助
で
寄
進
さ
れ
、
妙
長
寺
の
僧
の

名
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
僧
が
は
だ
か
ま
い
り
を
始

め
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

力

石小
高
を
歩
く

檀
林
は
悠
久
の
森
除
夜
の
鐘 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

一
町
を
二
つ
に
分
け
て
時
雨
く
る 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

冬
銀
河
遥
か
な
り
師
の
一
周
忌 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

音
絶
え
て
漁
船
は
霜
に
眠
り
を
り 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

柚
子
た
わ
わ
天
寿
の
別
れ
母
の
里 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

小
走
り
に
買
物
済
ま
す
年
の
暮 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

古
び
た
る
万
年
筆
や
初
日
記 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

  

子
供
ら
の
声
に
ぎ
や
か
に
夜
長
の
灯 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

妻
の
星
一
つ
加
わ
り
冬
銀
河 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
美
雄

数
億
年
い
ち
ょ
う
落
葉
を
く
り
返
し 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

福
袋
目
当
て
徹
夜
で
列
作
り 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

お
正
月
運
を
買
い
ま
す
福
袋 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

お
年
賀
と
孫
に
貰
っ
た
福
袋 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

福
袋
中
を
覗
い
て
見
た
く
な
り 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

夢
い
っ
ぱ
い
中
身
気
に
な
る
福
袋 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

福
袋
子
等
は
中
身
を
値
踏
み
す
る 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

福
袋
出
し
て
交
換
主
婦
の
知
恵 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

年
頭
に
集
う
客
ご
と
福
袋 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

新
年
を
迎
え
る
た
び
に
胸
う
た
れ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

小
高
区
・
八
坂
神
社
の
本
殿
前
に
あ
る
「
力
石
」
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